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世界につながる MIYAVIと Kiroro 
最後まで頑張り、入試を終えた中３と高３。毎年のことながら、

受験という壁を乗り越えようと成長していく場面に立ち会えるから

こそ、新年度もまた受験生たちを全力でサポートしたくなります。 

そんな旅立ちの季節にちょっとうれしい 2つの記事を見つけまし

た。いったいこの人はどうやってギターでこんな音を出せるのだろ

うと驚く超絶技巧のギタリスト MIYAVI さんが、日本人初の

UNHCR（国連難民高等弁務官）の親善大使を務めることになった

というニュース。そしてもう一つは、あたたかいハーモニーが魅力

の Kiroroのお二人が JICA（国際協力機構）の親善大使としてキル

ギスを訪問し、そこで二人が歌った歌が今も現地で愛され続け、交

流が続いているというニュース。どちらも「音楽の力で何かを変え

ることができる」と思って始まったとのこと。世界につながる志の

ようなものを感じます。 

そういえば今月はこの塾の先生方も世界につながっています。理

工系の国立大学最高峰である東京工業大で学ぶ「リケジョ」の M先

生はモロッコからスペイン、そしてイタリアへ。普通ならそのまま

周遊するはずですが航空券の関係で一時帰国し、塾での勤務を終え

てまた「このまま時差ボケを直さない方がいいかも」と言って旅立

ってしまいました。また語学系の国立大学最高峰である東京外語大

の男子学生 F先生は「模擬国連全米大会」の日本でわずか 9名の代

表団員に選ばれニューヨークへ旅立ちます。もちろん二人ともこの

ベルゲンの卒塾生です。今回の英検 2次試験（英語での面接）の練

習をした人はたぶん知らなかったでしょうが、この二人にも面接官

役として加わってもらっていました。 

さて、音楽の力で何かを変えるというほどのことでもないにしろ、

卒業するみなさんを送り出すイベントにはもってこいだろうと始め

た「卒業ライブ」もついに 12 回目。どうぞ今年も存分に楽しんで

ください。そしてちょっとだけ自分の世界を広げるきっかけにして

ください！ 
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